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硫黄島における風の鉛直時間断面，1960年8月5～20日，風速は第14図と同じ．
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それぞれの圏内または影きよう下にあって，特にベンガ

リ湾のような組織的なeastery　jetは見られない．

　これらを総合すると1960年8月の台風の発生について

は平年と異って南西季節風が大きな役割を持ち，これが

ICTに達して収束を強めて，熱帯性のうずを発生発達さ

せたものと考えられる．
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◇論文募集についてのお知らせ◇
　気象学会の学術交流委員会は，これまで中国との交流

について種々積極的な働きをしてまいりましたことは，

職天気”誌上その他で，すでに報告されております．計

画されました交流策の一つとして，、天気”誌上におい

て梅雨，農業気象などのテーマで中国側と誌上討論する

ことが考えられております．当委員会といたしましては

天気編集委員諸氏と相談の上，その線にそった試みの第

1回目として，この夏の月例会で行われました梅雨につ

いての問題をVo1・9・No・1に集録いたす予定です．

　これを一つのきっかけといたしまして，梅雨について

1961年11月

の研究を一般の会員からも公募し，さらに討議を深めて

ゆきたいと思いますので，この問題に関心をよせられる

方は次の要領で投稿をおねがい致します．

1　内 容

2　論文の長さ

5　〆　切　り

　中国側ととくに討議をしてみたい

と思われる梅雨についての問題点，

一般の討議にゆだねるような梅雨型

天気モデル等．

　400字×10枚以内程度（図1～2葉）

　1961年～3月末日

　　　　　　学術交流委員会
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